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要       約 

サメガレイの漁獲量は極めて少なく、資源量は低い水準にあると考えられる。また、

CPUE等の変化から近年の資源動向は横ばいと推測される。漁獲が産卵親魚に集中してお
り、産卵親魚量の確保が必要である。 

ABC 算定のための基本規則（ルール）（平成 16 年度）の１－２）－（２）に基づいて
プロダクションモデルにより ABC を算定した場合、サメガレイは禁漁にすべき水準と判
断される。しかし、混獲による漁獲も多いと考えられるため、禁漁を提案することは現実

的ではない。そこで、本報告では、産卵親魚量を確保することを資源管理目標とし、F 
limit=0.8F 30%、F target=0.8F limitとして ABCを算定した。 

 
2005年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 80トン 0.8F30% 0.247 20%

ABC target 70トン 0.8・0.8F30% 0.198 16%

漁獲割合はABC／資源量、ABCは10トン未満を四捨五入した値

ここでのF値は漁獲死亡係数

年 資源量（トン） 漁獲量（トン） Ｆ値 漁獲割合

2002 478 249 － 52%

2003 470 325 － 69%

2004 443

年は暦年、2003年の漁獲量は暫定値  
 
（水準・動向） 

水準：低位     動向：横ばい 
 
１．まえがき 

サメガレイは、北海道および東北地方の太平洋側に生息している。太平洋北部（沖合底

びき網漁業の太平洋北区に相当し、北海道太平洋側を含まない東北太平洋側の海域を指す）

における漁獲量は 1978 年に６千トン以上に達したが、その後、減少傾向を示し、長期的
にみて近年の漁獲量は極めて少ない水準にある。さらに、CPUEも低い値で推移しており、
資源状態が悪いことは明らかである。太平洋北部のサメガレイは、水産庁により平成 13
年度から実施されている「資源回復計画」の対象魚種となり、平成 15 年度から保護区の
設定により資源回復が試みられている。当海域において、サメガレイの大部分が沖合底び

き網漁業（以下、沖底と呼ぶ）により漁獲されているが、沖底以外の漁獲統計は十分には

整備されておらず、生態についても不明な点が多い。 

 
 
 











準に留まっている。この要因として、金華山以南のスケトウダラ漁獲量の減少に伴い、サ

メガレイと同じ水深帯に分布するイトヒキダラ（すり身原料としてスケトウダラの代替と

なる）を狙った操業が増加していることが考えられる（スケトウダラの漁獲量が減少した

1994 年以降の
サメガレイとイ

トヒキダラの漁

獲努力量の関係

を調べた結果、

両者には有意な

正の相関が認め

られた）。また、

近年、サメガレ

イと分布域が重

複しているキチ

ジ資源が増加傾

向にあるため、

イトヒキダラに

加えてキチジ狙

いの操業が増加

する可能性もあ

り、今後の動向

を注視する必要

がある。 
 後述するプロ

ダクションモデ

ルにより求めた漁獲割

合の推移を図６に示す。

漁獲割合は 0.230～
0.653 の間で変動して
おり、1980年代後半～
1990年代前半には 0.6
前後と高い水準になっ

たが、1998年には最低値の 0.230となった。その後、増加し、近年の漁獲割合は 0.5前後
と高い水準で推移している。 

表４．沖底の小海区別網数の経年変化．サメガレイの入網網数で示す。

尻矢 岩手 岩手 金華山 常磐 房総 努力量

かけ廻し かけ廻し ２そう曳き トロール トロール トロール 合計

1972 3,488 21,897 1,158 4,683 8,721 2,387 42,334

1973 1,882 18,995 3,153 3,722 6,957 1,724 36,433

1974 1,372 15,914 2,848 3,440 7,283 3,045 33,902

1975 1,495 17,520 3,645 4,623 7,060 2,499 36,842

1976 1,096 18,163 4,112 4,370 8,099 2,391 38,231

1977 742 16,954 2,733 5,016 8,327 2,344 36,116

1978 550 12,418 1,716 4,393 7,994 1,989 29,060

1979 1,156 11,310 1,609 6,054 4,191 1,554 25,874

1980 2,762 11,609 1,814 4,256 3,409 1,913 25,763

1981 2,002 12,612 2,405 3,212 3,126 3,276 26,633

1982 3,853 16,224 2,667 4,096 3,980 2,238 33,058

1983 2,818 13,279 3,204 3,662 3,603 1,992 28,558

1984 2,930 6,792 2,672 3,291 2,865 2,868 21,418

1985 1,868 6,013 2,406 5,752 3,329 4,188 23,556

1986 3,863 8,720 2,148 5,184 3,133 3,435 26,483

1987 1,123 6,849 2,193 4,893 4,320 2,405 21,783

1988 706 3,489 3,342 4,257 5,051 2,453 19,298

1989 651 2,158 3,407 3,280 5,118 2,648 17,262

1990 295 2,296 3,079 2,931 5,074 2,018 15,693

1991 198 2,132 3,271 3,852 4,694 1,396 15,543

1992 675 992 3,252 3,873 5,504 1,761 16,057

1993 828 816 3,793 3,945 4,790 1,859 16,031

1994 402 1,059 3,124 2,541 3,994 1,142 12,262

1995 679 1,170 3,313 3,493 2,771 619 12,045

1996 1,467 1,869 4,183 2,942 2,417 191 13,069

1997 1,150 986 3,890 3,889 3,682 466 14,063

1998 1,750 1,209 4,854 7,196 5,554 409 20,972

1999 1,352 1,280 4,674 7,338 4,610 519 19,773

2000 1,305 1,237 4,298 8,159 6,947 452 22,398

2001 2,618 1,126 3,679 6,407 6,725 682 21,237

2002 1,606 1,082 2,199 5,997 5,735 680 17,299

図６．漁獲割合の推移．
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４．資源の状態 

（１）資源評価の方法 
平成 14 年度から資源評価対象種になったため、コホート解析のための年齢別漁獲尾数

データは２年分しか得られていない。太平洋北部ではトロール調査により底魚類の資源量

を推定しているが、本調査ではサメガレイの採集個体数は極めて少なく、資源量を推定す

 
 
 













 プロダクションモデルを用い、漁獲割合 Eを変化させた場合の資源動向のシミュレーシ
ョンを行った（図 12）。ここでの漁獲量および資源量は金華山以南の沖底資源に対して算
定した値である。E current では５年後の資源量は減少し、それに伴い漁獲量も減少する
のに対し、F limitでは資源量は２倍以上に増加し、漁獲量も E currentの時よりも多くな
ると推測された。また、2005年から５年後の 2009年に資源量（漁獲量）を５％増加させ
るためには、漁獲割合を現状より 14％減らす必要があり、漁獲量を 150 トン前後に抑え
る必要があると推測されるが、2003年の宮城県以南（金華山海区以南に相当）の沖底漁獲
量（暫定値）は 268トンと高く、資源回復計画を成功させるためにはさらなる漁獲努力量
の削減が必要と考えられる。 
 
（３）ABCの再評価 
 2004 年まではルール２－１）により CPUE の変化率から ABC を算定していたが、こ
の方法では２年後の漁獲量推定の誤差が大きく、再評価時の ABC の変動が比較的大きか
った。2003年の ABC limitとして 200トン弱を提案したが、漁獲量（暫定値）は 325ト
ンに達している模様であり、資源回復計画が始まったにも関わらず漁獲努力が削減されて

いる様子は認められない。 
表７．過去の管理目標・基準値、ABC（当初・再評価）のレビュー（量の単位はトン）
評価対象年（当初・再評価） 管理基準 資源量 ABC limit target 漁獲量
2003年（2002年当初） 0.85Ccurrent(-) － 187 149 －
2003年（2003年再評価） 0.85Ccurrent(-) － 130 104 －
2003年（2004年再評価） 0.79Ccurrent(-) － 196 157 325

2004年（当初） 0.53Ccurrent(-) － 103 82 －
2004年（2004年再評価） 0.78Ccurrent(-) － 193 155 －
注）漁獲量は暫定値  

 
７．ABC 以外の管理方策への提言 

長期的に見れば、サメガレイ資源は既に低水準・横ばい傾向となっており、資源を過去

の水準にまで回復させるには禁漁等の思い切った措置が必要と考えられる。徐々に資源の

回復を目指すために、当面は産卵親魚量を増やす方策が最良と考えられる。漁期が産卵期

前後に集中していることが最大の問題と考えられるが、沖底漁獲データをみると産卵期に

限られた海域（緯度経度 10 分升目の範囲）でまとまって漁獲されている年がある。年に
よって漁獲の多い海域は若干異なるため、保護区の設定は困難であるが、サメガレイが集

群している海域をみつけた場合に、その海域での漁獲を控えることによりサメガレイへの

漁獲努力を削減しつつ、イトヒキダラ等を漁獲することが可能と考えられる。 
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